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■
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会

　

本
会
は
昭
和
四
十
年
の
設
立
当
初

か
ら
十
六
支
部
の
小
・
中
・
県
立
学

校
長
経
験
者
を
一
本
化
し
た
組
織
で

す
。
事
務
局
は
、
総
務
部
、
会
計
部
、

調
査
部
、
広
報
部
か
ら
組
織
さ
れ
、

会
員
名
簿
等
の
編
集
、
互
助
慶
弔
、

各
種
調
査
活
動
、
会
報
等
機
関
誌
の

発
行
な
ど
本
県
教
育
振
興
の
た
め
の

活
動
や
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
小
・
中
・
高
等
学
校
長
会
代
表

者
や
県
教
育
長
と
の
教
育
懇
談
会
等

を
通
し
「
福
島
な
ら
で
は
の
教
育
」

の
応
援
団
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
茨
城
県
退
職
校
長
会

　

今
年
度
の
会
員
数
は
二
六
七
四
名

で
、
三
十
五
支
部
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

本
部
の
事
務
局
は
二
人
で
、
週
三

日
勤
務
し
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
関
ブ
ロ
大
会
、
一
昨
年

は
創
立
六
十
周
年
事
業
と
大
き
な
事

業
が
続
い
た
が
、
今
年
度
は
平
常
に

戻
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
支
部
数
が

多
い
の
で
そ
の
連
絡
調
整
に
手
間
が

か
か
る
。
現
在
各
支
部
で
取
り
組
ん

で
い
る
、
教
育
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
応
援
し
本
県
教
育
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

■
秋
田
県
退
職
校
長
会

　

秋
田
県
退
職
校
長
会
は
、
独
立
し

た
9
郡
市
退
職
校
長
会
の
連
合
体
で

す
。
発
足
以
来
全
国
や
東
北
、
郡
市

間
の
つ
な
ぎ
役
、
情
報
交
換
の
場
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
実
質

的
な
活
動
は
各
郡
市
に
任
せ
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
5
月
の
総
会
、
10
月
の

秋
季
研
修
会
の
ほ
か
、
7
月
に
郡
市

会
長
・
事
務
局
長
合
同
の
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
集
合
写
真
は

県
の
三
役
と
各
郡
市
を
切
り
盛
り
す

る
事
務
局
長
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

各
事
務
局
だ
よ
り

■
福
岡
県
退
職
中
学
校
長
会

　

事
務
局
は
、
会
長
含
み
10
人
で
総

務
部
、
組
織
部
、
事
業
部
、
広
報
部

で
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
副
会
長

会
も
開
催
し
ま
す
。
県
内
25
支
会
が

有
り
各
支
会
ご
と
に
研
修
会
や
現
職

校
長
会
と
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
現
職
校
長
会
と
の
交
流
会
は
会

員
増
に
繋
が
る
有
意
義
な
も
の
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
教
育
委
員
会
と
の
研
修

会
、
市
町
村
教
育
長
会
と
の
研
修
会

を
行
い
研
鑽
に
努
め
県
教
育
の
振
興

に
寄
与
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
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■
熊
本
県
退
職
校
長
会

　

熊
本
県
退
職
校
長
会
は
十
二
の
郡

市
退
職
校
長
会
の
連
合
体
で
あ
り
、

郡
市
独
自
で
地
域
の
特
色
を
生
か
し

た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
の
中

核
を
担
う
事
務
局
長
会
を
年
三
回
開

催
し
、
課
題
を
協
議
し
た
り
、
情
報

交
換
を
行
っ
た
り
し
て
連
携
を
深
め
、

活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
特
に
二

回
目
の
事
務
局
長
会
は
十
二
郡
市
持

ち
回
り
で
開
催
し
、
当
番
郡
市
の
名

所
巡
り
や
懇
親
会
で
親
睦
を
深
め
る

機
会
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

■
長
崎
県
退
職
校
長
会

　

本
県
退
職
校
長
会
は
、
十
三
支
部

よ
り
構
成
さ
れ
、
毎
年
各
地
区
に
お

い
て
、
校
長
等
を
交
え
た
「
教
育
懇

談
会
」
を
開
催
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
話
題
と
な
っ
た
「
学
校
が
当
面
す

る
諸
問
題
」
に
つ
い
て
は
、
事
務
局

で
取
り
ま
と
め
、
「
要
望
事
項
」
と

し
て
県
教
育
長
、
課
長
等
に
提
出
し
、

「
懇
談
会
」
を
開
催
し
て
い
る
。

　

入
部
2
年
目
を
迎
え
る
事
務
局
長

と
し
て
は
、
収
支
の
状
況
か
ら
事
業

を
見
直
し
、
「
持
続
可
能
な
組
織
」

と
な
る
よ
う
全
て
の
事
業
の
見
直
し

を
進
め
、
業
者
へ
の
発
注
は
最
小
限

に
留
め
、
会
員
名
簿
の
作
成
を
始
め
、

県
大
会
に
あ
っ
て
は
、
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
を
廃
止
し
、
県
本
部
の
あ
る
長

崎
市
で
開
催
す
る
な
ど
、
支
出
減
を

図
っ
て
い
る
。

　

新
入
会
員
が
減
少
し
、
五
割
を
切

る
に
到
っ
た
た
め
、
旅
費
支
給
が
で

き
ず
、
「
九
退
協
大
会
」
は
欠
席
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

ま
た
事
務
局
に
あ
っ
て
は
、
無
報

酬
で
取
り
組
む
県
下
十
三
支
部
の
事

務
局
へ
の
調
査
事
項
は
極
力
控
え
て

い
る
。

■
佐
賀
県
退
職
校
長
会

　

本
会
の
目
的
で
あ
る
「
佐
賀
県
教

育
の
応
援
団
」
及
び
会
員
の
親
睦
と

交
流
を
深
め
る
活
動
を
支
え
る
た
め
、

十
五
名
の
本
部
役
員
が
、
教
育
振
興

部
、
広
報
情
宣
部
、
福
利
厚
生
部
を

組
織
し
、
専
門
部
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。「
つ
な
が
り
合
い
」  

「
支

え
あ
い
」  

「
た
の
し
む
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
、
十
三
支
部
の
会
員
と
と
も
に
、

現
職
校
長
会
や
教
育
関
係
諸
団
体
と

連
携
し
、
特
に
、
「
人
材
バ
ン
ク
名

簿
」
を
活
用
し
た
学
校
現
場
へ
の
支

援
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
会
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
よ
る
広
報
活
動
で
会
員
の
帰
属
意

識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

次
号
240
号
に
は
、
栃
木
県
、
群
馬
県
、

埼
玉
県
、
千
葉
県
、
高
知
県
、
福
岡

県
小
、
福
岡
市
小
、
北
九
州
市
の
退

職
校
長
会
事
務
局
を
掲
載
予
定
で
す
。
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